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1．は じめに

　東 ア ジ ア を中心 とす る 大気放射観測網 SKYNET で

は ス カ イ ラジオ メーター
で 測 定され た 直達 ・

散乱太

陽光 ス ペ ク トル か らエ ア ロ ゾル 特性 を導出 して い る。

同様 の 観 測網 に AERONET があるが、　 SKYNET で 測定

され た 単一散乱 ア ル ベ ド （SSA） は AERONET に比べ

て 3〜8％程度大きくなる こ とが分か っ て お り、そ

の原因の
一

つ と して ス カイラジオ メーターの 立体視

野角 （SVA）が 5％程度過小評価 され て い る ・∫能性

が指摘 され て い る （Hashimoしo　 eL 　 al ．2012）。

SKYNET で は ス カ イ ラ ジ オ メ ータ
ー

で 太陽周 辺 を ス

キ ャ ン し て 得 られ る応答 関数 か らス カ イ ラ ジ オ メ
ー

ター
の SVAを見積 もっ て い る。こ の デ ィ ス ク ス キ ャ

ン と 呼ばれ る 幾何学的な SVA 測定方法 の 正 当性 を検

証す る た め 、積分球を使 っ た光学的手法 （積分球測

定） で SVAを測定 し、両者 の 比較 を行 っ た。

2．測定方法

　 ス カ イラ ジ オ メ
ー

タ
ー

の 出力電流が入 射光量 に比

例す る と仮定する と、太陽か ら 1天文単位の 距離に

あ る 大気 上端 に お ける 太陽の 分光放射照度 E
。、ス

カ イ ラジ オ メー
タ
ー

の 検 定定数 V
。、積分球 の 分光

放射輝度 f、ス カ イ ラジオ メー
タ
ーの 積分球測定電

流値 Si お よ び ス カ イ ラ ジ オ メ
ーター

の 立 体視 野角

9 の 間 に は 以 下 の 式 （1）が成 り立 っ 。

　
E

・（λ）
。

∬（加 （λ）　 　 　 　 （1）
　 Vo（λ）　　　　　　 s（z）
こ こ で 眉 ま波長を表す。E

，、垢は既知で あり、輝度

校正 済み積分球 で は f の 値 も分か っ て い る の で 、 測

定 で S が 得 られれば ρ を算出 で きる。

3，測定結果

　積分球測定 とデ ィ ス ク ス キ ャ ン の 2 っ の 方法で 得

られ た千葉大 ス カイ ラ ジ オ メ
ー

タ
ー

の SVA を図 1 に

示 す c 積分球測 定 は 2 段階 の 輝度 レ ベ ル で 行 っ たが、

両者 の 結果 は誤差 の 範囲 で
一致した。積分球測定 と

デ ィ ス クス キ ャ ン を比 較す る と、波長 380n 皿 と

940nm の 2 チ ャ ン ネル を除き、積分球測定の SVA

が大 きめにな っ た が 、そ の差は 1〜了％程度だ っ た。

波長 380nln で は 積分球 の 輝度が 小 さ過 ぎるた め に

入 S の 誤 差 が 大 き く、波長 940nm で は 水蒸気 の 吸

収 の 影響 を受 け る た め に L 垢、Evの 誤 差が大きい

と考え られ る。そ の 他の 波 長に お い て も、誤差要因

の 中 で 特 に Eaの 不確定 性が人 き く、1〜5％程度 あ

る。した が っ て有意性 はあま り大きくない が、どち

らか とい うとデ ィ ス ク ス キ ャ ン の S、fA は過小評価に

なっ て い る よ うで ある。同様の結果は気象研の準器

を含む複数 の ス カ イ ラ ジオ メ
ー

タ
ー

で 得 られ て お り、

再現性は高 い 。
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図 L 積分球測定 とデ ィ ス ク ス キ ャ ン で 得られた

立 体視野角 の 比較 （凡例 の 1、2 は積 分球測定結果、

DS はデ ィ ス ク ス キ ャ ン結果）

4．まとめ

　積分球測定で得 られ る SVA は デ ィ ス ク ス キ ャ ン の

値 よ り 1〜7％程度大き め に な るこ と が 分 か っ た、，

た だ し、積分 球 測定の 不 確 定性 も大 き く、有意性 は

大 き くな い 。今後 はデ ィ ス ク ス キ ャ ン の グリ ッ ド間

隔等 の 誤差要因 の 調査 を行 う予定で あ る n
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